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②　情報提供票を活用する場合

　平成 年 月 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

   

ホームの周辺は住宅地で、神社や教会もあり、「高槻城跡」も近く、歴史上有名な高山右近の銅像も
見えます。設立後この春で７年目を迎えましたが、職員は定員１８名中、１１名が５年以上の介護経
験者で退職者が少なく、利用者は楽しい日々を過ごし、ご家族も安心しておられる。
管理者は利用者の日々の生活の中で、職員が看護師の指導を得ながら、日々の暮らしの時間の中で、
気付きの大切さを習得してもらえるよう指導している。
そして、利用者個人ごとの介護記録は、職員により詳細に把握されおり、カンファレンスの結果が医
師の指示の参考となり、利用者の生活改善の指導に役立っている。
又、管理者は、それぞれの毎日の記録内容を十分に理解し、その上で利用者一人ひとりのペースに
沿って支えられるよう努力している
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【評価機関概要（評価機関記入）】

訪 問 調 査 日

利用者お１人お一人の体調および精神面での変化に気づき対応しながら、ご自分のペースで安心して
過ごして頂き、その中から喜びを見つけられ、居心地のよいホームであり、家族様も安心してきてい
ただけるよう心がけています。
そのためにも職員間の意見交換やなんでも相談できる連携関係を作り、職員が１００％自分なりの介
護力が発揮できるよう日々笑顔で楽しく明るい職場であるようにしています

  特定非営利活動法人　近畿マネジメント・サポート・センター
  〒546-0035　大阪市東住吉区山坂五丁目５番１４－１０３号

評 価 機 関 名
所 在 地

サ ー ビ ス 種 類

【事業所基本情報】

 高槻市城南町二丁目１６番１６号

評価結果市町村受理日 平成

所 在 地

自己評価作成日  平成

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

作 成 日 平成

 2770901870
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【事業所概要（事業所記入）】

 認知症対応型共同生活介護

 有限会社　スギタ
事 業 所 番 号
法 人 名

 サポートハウス 城南事 業 所 名

① 基本情報リンクURLを記入　② 別紙情報提供票のとおり

①　介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

　情報提供票のとおり



特定非営利活動法人

○

○

○

○

○

○

  運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について、報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている

  市町村担当者と日頃から連絡を
蜜に取り、事業所の実情やケア
サービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

事業所の力を活かした地域貢献

  代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて、身
体拘束しないケアに取り組んでい
る

市町村との連携
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ベッド柵については、
昨年度から職員、市役
所のご担当とも話し合
い、検討を重ねている

5 4

6 5

身体拘束をしないケアの実践 勉強会を通じて毎回拘
束のことを話し合い少
しでも改善できる方向
でケアを進めている最
中です

市の研修や実施指導等
を通じてサービスの向
上に努めております。
市の相談員の方が2ヶ
月に一度施設にこられ
ます

4 3

運営推進会議を活かした取り組み 推進会議では外部評価
の結果等報告しまし
た。又、地域の抱えて
いる問題を話し合い、
何ができるか意見をお
聞きし活かしています

ご出席の各委員さんか
ら、その都度、ご意
見、情報を頂き、介護
に活かしている

地域交流で認知症
の勉強会の機会が
設けられ、説明す
る機会はあればと
考えます。幼小中
学校との交流も検
討して欲しい

3

推進会議を通じて自治
会や民生委員の方と話
し合いを進めていま
す。施設からの案内等
も自治会の回覧で回し
てもらっています

2 2

事業所と地域とのつきあい 自治会長さんや民生委員
の方と親しくさせていた
だいているので一斉掃除
や自治会の集まりなどに
出かけます。玄関に介護
相談のポスターを貼って
います

自治会会長さん、民生委
員さんのご苦労に感謝
し、少しずつではある
が、ご近所の交流ができ
つつある。日頃のご挨拶
を、愛想よく、諦めずに
お続けください

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として、日常的に
交流している

Ⅰ　　理念に基づく運営

1 1

理念の共有と実践 玄関前や事務所、台所
に理念・方針を掲示し
ています

　地域密着型サービスとしての意
義を踏まえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

毎月２０日前後、２時
間程度開催している。
日常の介護の情報交換
が中心となりやすい

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や、支
援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

事 業 所 名

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

近畿マネジメント・サポート・センター評 価 機 関 名サポートハウス城南



○

○

○

○

○

○

○

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員、並びに外部者へ表
せる機会を設け、それらを運営に
反映させている

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や、提案を聞く機会
を設け、すれらを反映させている

運営に関する職員意見の反映

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう、職場環境・条件の整備に努
めている

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見人制度につい
て学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活
用できるよう支援している

項        目
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13

職員を育てる取り組み 研修など受講したい者
があれば、社外研修受
講を推進しています。
施設内での研修は月1
回実施しています

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際の力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

日頃から、職員同士が
自由に話し合いの気風
がある

12

就業環境の整備 社労士にも相談しス
タッフが働きやすい環
境整備に努めています

11 7

勉強会やその日のミー
ティングでなんでも言
える機会をもっていま
す

10 6

運営に関する利用者、家族等の
意見の反映

ご意見・提案箱を作
り、不満や苦情を言い
やすくしています。意
見等すぐに反映できる
ように努めています

利用者、ご家族とも忌
憚なくお話し合いが出
来ている

9

契約に関する説明と納得 契約時には時間をかけ
て説明して、納得がい
くまで話し合っていま
す

次のステップに向け
て期待したい内容

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

　契約の締結、解約または改定等
の際は、利用者や家族等の不安や
疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

8

権利擁護に関する制度の理解と活用 実際に成年後見制度を
利用されている方が居
られ契約時にも家族に
説明しています

外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況

自
己
評
価

外
部
評
価

自 己 評 価

7

虐待防止の徹底 地域包括センター会議
等にて学び、職員のス
トレスがない様に常よ
りｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図り、
防止に努めています



○

○

○

○

○

○
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19

本人と共に過ごし支え合う家族
との関係

ご家族の協力なしでは
成り立たず、必ず報告
したりお互いに相談を
したり、共に喜びを分
かち合いながらケアを
行っております。

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

18

一緒に毎日生活するこ
とで、喜びや不安など
を共有し、介護者も共
に喜びを分かち合い教
えてもらいながら日々
送っています。

17

初期対応の見極めと支援 よくお話をお聞きし、
この施設のことや他事
業の施設の説明もして
います。

16

初期に築く家族等との信頼関係 相談の段階から密に話
しあい、お互いに納得
するまで説明させてい
ただきながら信頼関係
を作るように努めてい
ます。

15

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

初期に築く本人との信頼関係 ご本人との信頼関係を
築くために、日々ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝを深めていま
す。

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取り組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

14

同業者との交流を通じた向上 同業者との交流はなか
なかできていません。

外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を支援される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている



○

○

○

○

○

○

24

これまでの暮らしの把握 家族様の生活情報を元
に話し合いをして、今
の生活に自分らしい
ペースで居心地良く暮
していただけるように
努めています。

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

23 9

思いやり意向の把握 個々に接する時間を必
ず持ち、ご本人が何を
して暮したいかを引き
出せるように努めてい
ます。

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

職員が、利用者一人ひ
とりに寄り添ってお話
しを伺うように指導で
きている

22

関係を断ち切らない取り組み 全ての方ではないので
すがお手紙を頂いた
り、電話などで連絡し
あい大切にお付き合い
させていただいており
ます。

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

ご家族、ご兄弟とも何
かにつけてお話しの機
会を頂いている

21

利用者同士の関係の支援 レクレーションや外出
を通じて、違う環境の
中で職員が間に入り、
利用者同士の関係を深
められるよう努めてい
ます。

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

20 8

馴染みの人や場との関係継続の
支援

ご家族様と相談しなが
ら、お友達や馴染みの
場所などにお連れし
て、継続していただけ
るように努めておりま
す。

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や、場所との関係が途
切れないよう、支援に努めている

外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の、現状の
把握に努めている
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25

暮らしの現状の把握 その日の生活状況や記
録、表情や声かけ等か
ら今の状態を把握する
ことに努めています。



○

○

○

○

○

○

かかりつけ医の受診診断

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られた、か
かりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられる
ように支援している

介護職員との協働 職員として看護士をお
き、常に利用者の健康
状態を把握していま
す。その情報を職員も
共有しています。

　介護職員は、日常の関わりの中
で、とらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適
切な受診や看護を受けられるよう
支援している
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内科医師　週２回
歯科医師　週１回の往
診を頂き、ご指示、投
薬を頂いている

29

地域資源との協働 推進会議を通じて地域
との交流を持つように
しています。

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら、安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

かかりつけ医と職員と
の話し合いや、医師に
職員の思いと家族様の
意志を伝え、指示をも
らっています。

30 11

28

一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

本人、ご家族の都合に
合わせ、事業所の多機
能性を活かした支援を
実施しています。

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスにとらわれない、柔軟
な支援や、サービスの多機能化に
取り組んでいる

26 10

27

個別の記録と実戦への反映 ケースや排泄パター
ン、食事量等モニタリ
ング記録やケアチェッ
ク要約表などから見直
しています。

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価

職員は、利用者、一人
ごとに、丁寧にお話し
を伺うように実行して
いる。そして、聞き
取った内容を介護に活
かすようにしている

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

チームでつくる介護計画とモニ
タリング

ケアカンファレンスを
通じて、それぞれの意
見の交換をしながらケ
アプランに反映してい
ます。

　本人がより良く暮らすための課
題と、ケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイデアを
反映し、現状に即した介護計画を
作成している

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら、実践や介護計画の見直しに活
かしている

自
己
評
価

外 部 評 価

31



○

○

○

○

○

○
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37

利用者の希望の表出や、自己決
定の支援

日々の利用者の関わり
を常に密にして、職員
の情報も密にして、ご
自分の思い通りに暮せ
ていけるように支援し
ています。

36 14

一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

居室は個室でプライバ
シーを守りその方のプ
ライドを損なわないよ
うにケアをさせていた
だいています。

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りや、プライバシーを損ねない言
葉かけや、対応をしている

運営推進会議の皆様方
にも、ご理解とご協力
をお願いしている。地
域の行事等に日頃から
顔を出して、交流を
図っている

職員はプライバシーの
尊厳についての研修に
参加し、後日に、職員
に伝達報告を行ってい
る。日頃の言葉使いへ
の配慮にも相互に注意
し合っている

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

35 13

災害対策 年２回の防火訓練を実
施している。

33

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を、全職員が身に付ける
と共に、地域との協力体制を築い
ている

34

急変や事故発生時の備え 緊急時のマニュアルが
あり、職員全てに周知
しています。毎年２
回、事故発生時の訓練
を実施しています。

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は、応急手当や
初期対応の訓練を定期的に行い、
実践力を身に付けている

家族様とかかりつけ医
と施設、病院関係者と
協議を重ね、連携して
います。

12

重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

看取りの指針を契約時
に説明し理解していた
だいています。又、職
員に対しても早い段階
で方針を共有したケア
を行っています。

現在まで、医師のご指
導もあって、利用者の
２人を、お見送りした

32

入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、又、できるだ
け早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを
行っている

外
部
評
価

項        目
実 施 状 況

次のステップに向け
て期待したい内容

実 施 状 況

自
己
評
価

　重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所で出来ることを十分に説明し
ながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

自 己 評 価 外 部 評 価

　日常生活の中で本人が、思いや
希望を表したり、自己決定できる
ように働きかけている



○

○

○

○

○

○

○
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44

便秘の予防と対応 ご飯に麦やヨーグルト
等食べていただき、自
然に便通があるように
努めています。又、口
腔ケアに注意し嚥下が
スムーズに行くように
しています

職員は排泄の記録に配
慮して、出来るだけ誘
導している

42

43 16

排泄の自立支援 排泄パターン表を毎日
記録し、個々に気持ち
よく、辱めないように
支援しています

口腔内の清潔保持 月２度歯科受診があ
り、全ての人ではあり
ませんが週１回の口腔
ケアと治療に来ていた
だき、医師と衛生士の
指示を受けながら個々
にケアをしています

誕生日会は器を替えさ
せていただき、お好き
な物を取り入れて、目
と舌で楽しんでもらう
ようにしている

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や、本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

41

栄養摂取や水分確保の支援 食事量及び水分量につ
いてリズムパターン
シートにより全ての職
員が把握して、お一人
お一人に支援させてい
ただいています

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

40 15

食事を楽しむことのできる支援 手伝っていただける方は
配膳や片付けをしていた
だき、食事時間は皆様の
好きな音楽をおかけし、
職員と共に食事をさせて
いただいています

39

身だしなみやおしゃれの支援 カットは定期的に施設
でされていますが、希
望があれば美容院へ行
きます

38

食事時間や入浴日はも
ちろん利用者のペース
にあわせて生活しても
らえるように支援して
います。

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望に沿って支
援している

　その人らしい身だしなみや、お
しゃれが出来るように支援してい
る

　食事が楽しみになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

日々のその人らしい暮らし

　排泄の失敗や、おむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄の
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や、排泄の自立に向け
た支援を行っている

　便秘の原因や、及ぼす影響を理
解し、飲食物の工夫や運動への働
きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる



○

○

○

○

○

○

50

お金の所持や、使うことの支援 ご本人の希望がない限
りお小遣い帳に記載
し、ご家族様に確認と
領収書をお渡して管理
しています

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり、使えるように支援し
ている

49 18

日常的な外出支援 個々の希望に沿って支
援しています。又、外
食など家族様との外出
も積極的に努めていま
す

全ての職員は薬の用法
用量について理解し、
情報の共有をし、支援
させていただいていま
す

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や、力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。又、普段は行
けないような場所でも、本人の希
望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように
支援している

高齢化と症状により、
日常、散歩の出来る方
が半数程になってい
る、出来る方にはご希
望に合わせて実施して
いる

48

役割、楽しみごとの支援 ご自分から自発的に役
割りをもたれること
で、生活のリズムと気
持ちの張りになるよう
に支援しています

47

服薬支援

45 17

46

安眠や休息の支援 眠れない方には足浴や
暖かい飲み物をお出し
して安心して休んでい
ただけるようご本人の
会話を傾聴させていた
だいております

ご本人の希望がない場合
は決まった時間、曜日に
入っていただいていま
す。お一人お一人ゆっく
りと入浴でき、職員との
会話も大事にしながら楽
しんでもらえるようにし
ています

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて、入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で、曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

原則の時間はあるが、
出来るだけ要望に沿っ
ていくようにている

自
己
評
価

外
部
評
価

項        目

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

　一人ひとりの生活習慣や、その
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と、
症状の変化の確認に努めている

入浴を楽しむことができる支援

-8-
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55

一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

個々に自立度が違いま
すので、できるだけご
自分で生活できるよう
に、職員が見守りサ
ポートしています+C25

居間には原則的に入居
時に持ち込んだ家財道
具で、夫々の時間を楽
しんでおられる

53

54 20

居心地よく過ごせる居室の配慮 居室は入所の際に、馴
染みの家具や使い慣れ
たものを置いてもら
い、前に生活されてい
た空間と離れすぎない
ようにしています

共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

リビングや多目的室、
階段上にソファーを置
いています。

独りで作品を作られる
方々との合作を含め
て、季節感のある装飾
作品を掲示している

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で、思
い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

52 19

居心地のよい共用空間づくり 施設全体が和を取り入
れた落ち着いた空間に
なっていて、トイレや
浴室、便所などわかり
やすくプレートや暖簾
をおいています。壁に
は絵など季節毎に張替
え、ソファーなども置
いています

　共用の空間(玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等)は、利用者にとって不快な混
乱を招くような刺激(音、光、
色、広さ、温度など)が無いよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地良く過ごせるよう
な工夫をしている

51

電話や手紙の支援 ご本人の希望があれば
返信のお手伝いや、電
話などしたいときにで
きるように支援してい
ます。逆に電話の取次
ぎもさせていただいて
います

　家族や大切な人に、本人自らが
電話をしたり、手紙のやりとりが
できるように支援している

項        目

自 己 評 価 外 部 評 価

実 施 状 況 実 施 状 況
次のステップに向け
て期待したい内容

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや、好みのものを活か
して、本人が居心地良く過ごせる
ような工夫をしている

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつ、できるだけ自立
した生活が送れるように工夫して
いる

自
己
評
価

外
部
評
価



Ⅴ　　アウトカム項目
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①
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①
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③
④
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68
職員から見て、利用者の家族等はサービス
に、おおむね満足していると思う

○ ほぼ全ての家族が
家族の2/3くらいが
家族の1/3くらいが
ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスに、おおむ
ね満足していると思う

ほぼ全ての利用者が
○ 利用者の2/3くらいが

利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

66 職員は活き活きと働けている

○ ほぼ全ての職員が
職員の2/3くらいが
職員の1/3くらいが
ほとんどいない

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている

大いに増えている
○ 少しづつ増えている

あまり増えていない
全くない

64
通いの場やグループホームに、馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている

ほぼ毎日のように
数日に１回程度

○ たまに
ほとんどない

63
職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聞いており、信頼
関係ができている

○ ほぼ全ての家族と
家族の2/3くらいと
家族の1/3くらいと
ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている

○ ほぼ全ての利用者が
利用者の2/3くらいが
利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている

○ ほぼ全ての利用者が
利用者の2/3くらいが
利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる

ほぼ全ての利用者が
利用者の2/3くらいが

○ 利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きと
した表情や姿がみられている

○ ほぼ全ての利用者が
利用者の2/3くらいが
利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

58 利用者は一人ひとりのペースで暮らしている

○ ほぼ全ての利用者が
利用者の2/3くらいが
利用者の1/3くらいが
ほとんどいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある

○ 毎日ある
数日に１回程度ある
たまにある
ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる

○ ほぼ全ての利用者の
利用者の2/3くらいの
利用者の1/3くらいの
ほとんど掴んでいない


